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1.はじめに 

現在，筑後川上流では，かつての豊かな渓流の再

生を望む声がある．筑後川は中・下流域に水と肥沃

な土壌をもたらしてきたため，一次産業が盛んであ

る．加えて，九州北部都市圏の水資源の確保と電力

需要の安定化のため，上流部にダムが建設され，社

会的な重要性を有している．その一方で，上流の地

域では，ダム建設により，流量減少，河床低下や河

床構成材料の粗粒化（アーマーコート化）等の河川

環境悪化という問題を抱えることとなった． 

本研究では，筑後川上流域においてダムが河川環

境に与える影響を水温・pH・濁度等の水質指標の観

点から考察した．また，洪水や一時的な水量の増加

が水質にもたらす影響を明らかにするため，当研究

室で 2ヵ年にわたり毎月実施しているモニタリン

グ調査の水質データを照合した． 

 

2.対象 

 筑後川上流域にて，2011年度より，水質の定点・

定期モニタリングを実施している．水質の調査地点

は，河川の管理・監視を目的として配置している．

筑後川本流の大山川より St.9，St.7，St.5，St.3，

St.1の５地点，三隈川より C１の１地点，筑後川支

流の津江川，杖立川，玖珠川，高瀬川より B1，B2，

B3，A1の各１地点，赤石川の A2，A3の 2地点の計

12地点における約 2ヵ年のデータの解析を行った

(図 1)． 

各河川の主だった特徴は，本流の大山川上流には

上流から下筌ダム・松原ダム・大山川ダムがある．

松原ダムや大山川ダムによる発電用取水により，大

山川の維持流量は夏季(3/21~9/30)4.5m3/s，冬季

(10/1~3/20)1.8m3/sに制限されている．支流の津江

川・杖立川は下筌ダム上流に位置し，杖立川上流に

は黒川温泉(硫黄泉)，調査地点付近には杖立温泉

(塩化物泉)がある．赤石川には大山ダムがあり，今

年度長期湛水試験が行われていた． 

 

図 1 調査地点 

 

3.方法 

 代表地点で毎月水質のモニタリングを実施し，水

質の状態を把握した．水質調査では，松原ダムによ

る河川維持放流量やフラッシュ放流の影響や季節

的な変化，またはその他の流域の環境の変化による

影響を調べるため，2011年 4月から月 1回の調査

を行った． 

機器はマルチ水質チェッカー（U-53：HORIBA）を

用い，水温，pH，電気伝導度，酸化還元電位（ORP），

濁度，総溶解固形分（TDS），塩分，海水比重，水深

を計測した．計測点は，川岸で最も流れがあると見

られる場所に機器を入れ，着底しないよう流水中で

各地点 3回計測した．濁度に関しては流水下では値

が不安定であったため，別途付属の校正用容器に調

査地点の水を汲み 3回計測した．これらの採取した

データを通年で比較することで，環境要因である水

質にもたらす影響について考察した． 

 

4.結果 

水質調査の結果，各調査地点の毎月の水温，pH，

電気伝導度，TDS，ORP，濁度，DOのデータが得ら

れた．比較しやすいように，調査地点 12地点を松

原ダム上下の St7,St9,B1,B2のグループ，赤石川と



 

大山川の合流前後の St3,St5,A2,A3のグループ，大

山川下流から三隅川にかけての St.1,A1,B3,C1の

グループと計 3グループに分類分けし，グループご

とに比較検討した． 

 

5.考察 

図 2は松原ダム上下の河川における水温変化を

表している．松原ダム上下の水温は 5.00℃～

23.0℃の間を推移しており，動向は滑らかな曲線を

描いている．2012年の 7月には大出水があったが，

2011年 7月時と比較する限り，4地点の水温にはさ

ほど影響は出ていない．ダム上流にある B1地点は

冬場他の地点と比べかなり水温が低下する(2011

年 12月 5.73℃，2012年 1月 7.13℃)が，同じダム

上流の調査地点である B2はあまり水温が低下して

いない．これは，B2の上流には黒川温泉（硫黄泉），

調査地点付近には杖立温泉（塩化物泉）があり，こ

れにより冬場でもあまり水温が低下していないも

のだと考えられる． 

 

図 2 松原ダム上下における水温の変化 

図 3 は赤石川とその合流前後の大山川の濁度変

化を表している．2012年 7月以降赤石川下流域（A2

地点）は濁度が増加しているのが分かる．これは，

上流の大山ダムが長期湛水試験を行っていた時期

と同期している．また，大山ダムから放流された濁

水は赤石川だけでなく，合流後の大山川にも合流す

るため，影響が考えられ，7月以降の観測では，赤

石川・大山川では緑白色の濁りが目視された． 

図 4 から，筑後川本流下流域の St.1，支流玖珠

川の B3，この 2 本の川が合流する C1（三隅川）

の電気伝導度は数値の違いがあるが，かなり似通っ

た動向を示している．グラフから，この 2 年間 4

地点ではB3の玖珠川において最も電気伝導度が高

く，最も濁っている．また，2011年，2012年とも

に 10 月から 3 カ月連続 St.1,B3,C1 の 3 地点で電

気伝導度が上昇している．その原因として，冬季大

山ダムの流量が夏季の 1/3 に抑えられている影響

が考えられる． 

 

図 3 赤石川とその合流前後の大山川の濁度の変化 

 

図 4 大山川下流域の電気伝導度の変化 
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